
◆
第
一
部 

午
前
十
時
三
十
分
開
演
（
午
後
三
時
二
十
分
終
演
予
定
） 

来
朝
し
た
渤
海
国
の
僧
が
天
皇
の
絵
姿
を
写
す
こ
と
を
願
い
ま
し
た
が
、
醍
醐
天
皇
は

御
不
例
の
た
め
、
弟
斎
世
親
王
が
代
理
を
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
親
王
と
右
大
臣
菅
丞
相
（
菅

原
道
真
）
の
養
女
苅
屋
姫
は
、
舎
人
桜
丸
と
女
房
八
重
の
仲
立
ち
で
、
逢
瀬
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
左
大
臣
藤
原
時
平
の
家
臣
に
気
付
か
れ
、
親
王
と
姫
は
姿
を
消

し
ま
す
。
書
道
の
奥
義
を
伝
授
せ
よ
と
の
勅
命
に
よ
り
、
丞
相
は
追
放
し
た
家
臣
武
部
源

蔵
に
筆
法
伝
授
を
許
し
ま
す
が
、
追
放
は
赦
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
内
し
た
丞
相
は
、「
外

戚
の
望
み
あ
り
」
と
の
時
平
の
讒
言
に
よ
り
九
州
大
宰
府
へ
流
罪
と
な
り
ま
す
。
混
乱
に

乗
じ
て
源
蔵
と
妻
の
戸
浪
は
、
舎
人
梅
王
丸
か
ら
若
君
菅
秀
才
を
預
か
り
ま
す
。 

警
護
役
の
判
官
代
輝
国
の
計
ら
い
で
、
丞
相
は
伯
母
覚
寿
の
住
む
河
内
郡
領
の
館
に
立

寄
り
ま
す
。
苅
屋
姫
を
、
実
姉
の
立
田
前
が
引
合
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
実
母
の
覚
寿
は

娘
に
折
檻
を
加
え
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
止
め
る
丞
相
の
声
は
、
丞
相
自
作
の
木
像
が

発
し
た
も
の
で
し
た
。
立
田
前
の
夫
宿
禰
太
郎
と
そ
の
父
土
師
兵
衛
は
時
平
に
内
通
し
、

丞
相
の
暗
殺
を
企
て
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
立
田
は
太
郎
に
殺
さ
れ
て
池
に
沈
め

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
親
子
は
一
番
鶏
で
出
立
す
る
と
丞
相
を
奪
う
た
め
、
鶏
に
早
鳴
き

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
丞
相
が
贋
迎
い
に
伴
わ
れ
て
旅
立
っ
た
後
、
立
田
の
死
骸
が
発
見

さ
れ
ま
す
。
太
郎
の
仕
業
と
悟
っ
た
覚
寿
は
、
娘
の
仇
を
討
ち
ま
す
。
輝
国
は
贋
迎
い
の

後
を
追
お
う
と
し
ま
す
が
、
真
の
丞
相
が
現
れ
ま
す
。
贋
迎
い
が
連
れ
て
行
っ
た
の
は
木

像
だ
っ
た
の
で
す
。
覚
寿
は
伏
籠
の
中
に
姫
を
隠
し
て
対
面
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
丞

相
は
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
館
を
去
る
の
で
し
た
。 

 

◆
第
二
部 

午
後
四
時
開
演
（
午
後
八
時
五
十
五
分
終
演
予
定
） 

丞
相
の
領
地
佐
太
村
の
百
姓
四
郎
九
郎
の
三
つ
子
の
内
、
梅
王
丸
と
桜
丸
は
浪
人
と
な

り
、
吉
田
神
社
に
参
詣
す
る
時
平
の
行
列
を
襲
い
ま
す
。
こ
れ
を
阻
ん
だ
の
は
時
平
に
仕

え
る
三
つ
子
の
一
人
松
王
丸
で
し
た
。
父
の
七
十
歳
の
祝
い
が
済
む
ま
で
は
と
、
兄
弟
三

人
は
矛
を
収
め
ま
す
。
祝
い
を
機
に
四
郎
九
郎
は
白
太
夫
と
改
名
し
、
八
重
を
連
れ
て
氏

神
詣
で
に
出
か
け
ま
す
。
入
れ
違
い
に
や
っ
て
来
た
松
王
丸
と
梅
王
丸
は
喧
嘩
と
な
っ
て
、

丞
相
が
愛
し
た
梅
松
桜
の
内
、
桜
を
折
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
梅
王
は
丞
相
の
元
へ
行
く

こ
と
を
、
松
王
は
親
子
の
縁
を
切
る
こ
と
を
父
に
願
い
出
ま
す
が
、
松
王
の
願
い
の
み
聞

き
入
れ
ら
れ
ま
す
。
一
人
残
さ
れ
た
八
重
の
前
に
桜
丸
が
現
れ
、
加
茂
堤
の
一
件
の
責
任

を
取
っ
て
腹
を
切
る
と
言
い
ま
す
。
逃
れ
ら
れ
ぬ
宿
命
と
観
念
し
て
白
太
夫
は
念
仏
を
唱

え
て
送
り
ま
す
。
白
太
夫
は
梅
王
丸
に
八
重
を
託
し
て
九
州
に
向
か
い
ま
す
。 

九
州
の
丞
相
の
元
に
は
、
佐
太
村
の
梅
が
飛
び
移
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
梅
王

丸
が
、
時
平
が
送
り
込
ん
だ
暗
殺
者
を
捕
ら
え
て
来
た
の
で
、
時
平
が
謀
叛
を
企
て
て
い

る
と
悟
っ
た
丞
相
は
、
天
神
と
な
っ
て
都
の
方
角
へ
飛
び
去
り
ま
す
。
源
蔵
夫
婦
は
芹
生

の
里
で
寺
子
屋
を
開
き
、
菅
秀
才
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
源
蔵
の
留
守
中
に
、
母
親
に
連

れ
ら
れ
た
小
太
郎
が
弟
子
入
り
に
や
っ
て
来
ま
す
。
時
平
の
家
臣
春
藤
玄
蕃
に
、
菅
秀
才

の
首
を
差
出
せ
と
迫
ら
れ
た
源
蔵
は
、
小
太
郎
を
身
代
り
に
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

菅
秀
才
と
面
識
の
あ
る
検
分
役
の
松
王
丸
は
、
小
太
郎
の
首
を
菅
秀
才
の
も
の
と
断
定
し

ま
す
。
小
太
郎
の
母
が
迎
え
に
来
ま
す
が
、
実
は
松
王
丸
の
女
房
千
代
で
、
松
王
丸
と
図

っ
て
の
事
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

菅
原
伝
授
手
習
鑑 

す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み 
四
月
文
楽
公
演 

通
し 

狂
言 

菅
原
道
真
（
八
四
五
～
九
○
三
）
の
劇
的
な
人
生
は
天
神
伝
説
と
し
て
全
国
に
広
く
伝
わ
り
、
様
々
な
文
芸
に
脚
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」

は
、
近
松
門
左
衛
門
の
「
天
神
記
」
を
元
に
、
竹
田
出
雲
・
並
木
千
柳
・
三
好
松
洛
・
竹
田
小
出
雲
の
合
作
に
よ
り
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
八
月
に
大
阪
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
、「
義

経
千
本
桜
」「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
と
と
も
に
日
本
戯
曲
史
上
、
三
大
名
作
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
第
一
部
を
菅
丞
相
（
菅
原
道
真
）
が
配
流
さ
れ
た
物
語
を
、
第
二
部
は
丞
相
の
た
め

に
働
い
た
三
つ
子
の
兄
弟
の
悲
劇
を
中
心
に
上
演
し
ま
す
。 
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